
び性ステロイドの時系列解析.第 16回日本霊長類学会大会 (2000年 7月,名古屋).霊長鰯

研究 16(3):250.

13)山下大輔 ･林基治 r山口真二 ･本間光一 (2000)マカタサル中枢神経系における脳由来

神経栄養因子の遺伝子発現.第16回日本霊長類学会大会 (2000年7月,名古屋).霊長類
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遺伝子情報分野

竹中 修 ･平井啓久 (兼任)･中村 伸 ･浅岡一雄

<研究概要>

A)DNA分析による霊長類の系統解析

竹中 修 ･リナ･H･ステイヤジ1)･アナ ･*rリナ ･ザバラグレン2)･

川本咲江3)･堀尾由紀子3)

ミトコンドリアDNAには進化速度を異にする領域があり､群内の個体差の検出から種同系

統関係まで､対象の霊長類のどの側面を解析するかにより使い分けることが可能である｡チトク

ロームb遺伝子の塩基配列比較によるスラウェシマカク 7種およびブタオザルの系統関係の解

析を終え現在投稿中である｡また中部スラウェシのトンケアナとヘツキの雑種形成地帯の計 8

群の試料について､ミトコンドリアD-Loop領域の塩基配列を決した.雑種地帯のタイプはへ
ッキであることが明らかとなったが詳細を解析中である｡

また名古屋文理大学竹中晃子氏との共同研究で高脂血症のマカタについて脂質代謝の重要

な因子LDLR､およびグロビン遺伝子領域に入り込んだプロセスト遺伝子Pl17について迫伝子

解析を行った｡

ち)霊長類Y染色体DNAの進化 √

ユー･スンスク2)･竹中 修

高等霊長類特にホミノイドの各種はその繁殖構造に差異があり､性的二型､造精能力も様々

である｡そこでY染色体DNAに注目し分析を行ってきた｡こホンザルの発達加齢､同一個体の

繁殖期と非繁殖期にバイオプシーによって得た試料を用い精巣特異発現遺伝子 (mRNA)をデ

ィファレンシャルディスプレイ法と塩基配列決定により検討し､細胞内での夕.ンバク質の構造形

成や輸送との関係が考えられるタンパク質合成が精子形成と連動している与とが明らかとなっ■
た｡

C)霊長類の染色体進化に関する研究

平井呑久

ヒト上科のテロメア配列の染色体上における局在部位をPRINS法を用いて調べた｡シロテ

テナガザル種群以外は､全種において C-バンド領域と強い親和性を示し､染色体の構造変化と

相関があることが示唆された｡一部を論文としてまとめた｡

平井百合子3)･平井啓久

オナガザル類のrDNAがゲノム内に分散しない意義を分析するため､rDNAのマッピング

の種間比較を行った｡rDNAの染色体内存在様式は他の分類群と異なり､セントロメア近傍のヘ

テロクロマチンとの結合がないことが､その理由であると推測した｡
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平井百合子 ･平井啓久､･川本 芳4)

ツパイの近縁2種 ThpaL'agl)'S(2n=60)とTtLPaJ'a'beJaDgem'(2n=62)の染色体におけるテ

ロメア配列の分布パタンを比較した｡そのパタンからロバートソン変異による染色体数の相違だ

けではなく､その他の構造変化が複雑に起こっていることが示唆された｡

D)霊長籾の鶴田細胞迫伝学的研究

アナ ･カリナ ･ザバラグレン･平井百合子 ･平井啓久

ヒトのrDNAの局在部位に多型が存在することを発見した｡調査した33人の内､16人が

野生型で17人が変異型であった｡変異はすべてのrDNA保有染色体で観察された｡さらに､家

系調査でその欠失変異は遺伝していることを確認した｡

平井百合子 ･平井啓久 ･川本 芳

継続中のニホンザルの染色体調査を行った｡さらに､研究所放飼場アカゲザル典団の91個

体における染色体変異調査も行った｡ほとんどの個体がrDNA変異のヘテロ接合体であった｡

E)霊長類の止血､免疫機構

中村 伸 ･許 禎壬 2)･常松雅子 5)
バイオメディカルな視点から霊長類の組織因子 (TissueFactor;TF)およびアレルギー ･

IgE産生も.こ関する研究を展開している.サルモデルでの好中球TFの発現機序や凝血病態との関

連､サルオス副生殖器･精嚢におけるTF迫伝子の組織特異的な発現制御につし■､て明らかにした｡

また､ニホンザルのスギ花粉症モデルを用いて､免疫療法ペプチド(T-細胞エピトープペプチド)

の抗アレルギー作用を明らかにした｡

F)Bウイルスの特異的遺伝子診断 ･同定法に関する研究

平野 真 6)･中村 仰 ･岡田真紀 7)

マカクサルBウイルス (BV)の特異的なDNA同定･診断法として､BVのglycoproteinG遺

伝子をターゲットにしたPCR条件を開発し､近縁サルヘルペスウイルス (HVP2,AS8)やヒト

単純ヘルペス (HSⅥ と､BVを識別出来る特異的one-steppCR法を確立した｡

G)Bウイルスの抗体検査用改良肝V2-ELISA法の確立およびSPFモニターへの応用

光永捻子 7)･中村 伸

BV感染を抗体レベルで検査する改良HPV2･ELISA法を確立し､BV-SPFを目指した個別

およびグループケージ飼育サルの感染 (抗体)モニターに実用化した (INNINARP･林 隆志､

N.Mirannda､TPC･長 文昭､霊長研 ･清水慶子とも共同)0

H)霊長煩モデルにおけるBV退伝子ワクチンに関する研究

中村 仲 ･平野 真 ･光永総子 ･岡円真紀 ･清水慶子 8)

lサルモデルでの逝伝子治療･退伝子ワクチン研究を進めている.特に､BV･SPFサルを創生

する目的でBV感決に主要な役割を担うgD迫伝子を組込んだ迫伝子ワクチン･pC1-BVgDを作

烈し､ニホンザルにリポソームベクターで迫伝子免疫した.5豆Rtf1597iに充分な液性免疫および

BV ウイルス中和活性を誘導し､遺伝子ワクチンによる BV感染防御が示された (OSU･R.

Eberle,DERA･A.Rennet,SRL･植田昌宏とも共同)0
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I)サルの環境調査と解毒代謝の研究

浅岡｢雄 ･飯田景子 3)

霊長類の環境と体内影響を調べる調査を引き続き行った｡日本のサルは環境化学物質の取込

みがあり糖尿病や子宮内膜症の事例が兄いだされた｡環境化学物質の胎児影響を研究してフタル

酸エステル､植物エストロゲンおよびビズフェノールAが胎児へ速やかに移行することを兄い

だした｡日本と韓国の食品を分析して環境拡散の要因を解析した｡サルの解毒代謝を研究し､環

境化学物質により発現誘導がおこること､シトクロームP4502D酵素に種差があることを兄い

だした｡_

<研究業境>
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稔説

一和文-
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ニホンザル野外観察施設

渡過邦夫 (施設長併任)･室山泰之 ･足滞貞成 1)ノ

近年野生ニホンザルの人里への接近と農作物被害の増加が全国各地から報告されるように

なり､日本固有種であるニホンザルの保護 ･管理に対する取り組みの必要性が指摘されている｡

このような情勢の中､本施設では､ニホンザル個体群や生息環境の変化を把捉することが保護 ･

管理を考える上で不可欠であるとの認識に立ち､基本的な生態学的資料を各地で継続的に収集す

る体制を整えることを長期的な目標として研究活動をおこなっている｡また､野生ニホンザルの

保護 ･管理にかかわる研究にも積極的に取り組んでいる｡

昨年度に引き続き､各研究林でおこなわれている長期的な調査にスタッフができるだけ参加

し､各地での研究活動の現況の把握に努めた｡具体的には､下北半島でニホンザルの生息状況の

把握と屋久島西部林道地域でのニホンザル生息調査がおこなわれた｡また､保護･管理に直接か
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